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次号予告 2024年 1‒2月号

編集後記

今 特集の主たるメッセージは
「もっと口を見よう」です。ご

執筆くださったお二人が口を揃えて
言っていたのが、口の中の観察は後
回しにされがちということでした。口腔
ケアで使う物品や技術といった突っ
込んだ話よりずっと手前に、大きな問
題が横たわっているというのです。そ
んなわけで、「まずは観察を！」と呼び
かけるような内容となりました。ただ、
お二人の記事を読めば、どんな人が
対象であっても口を見ることは大事で
あって、そこを糸口にケアの展開の方
向性が変わっていくこともあるとよく分
かります。口を見るってこんなに大事
だったんだと、私もひそかに驚いてい
ます。▶本号では、じわりと増えてい
ると聞く、産前産後の訪問看護につ
いても扱っています。私自身、ニーズ
はあるだろうと思いつつ、一体どのよ
うなことを、どんなふうにやっているの
か（経営的に本当にいけるの？）まで
はよく分かっていなかったのが正直な
ところでした。今回の取材を通し、わ
ずかながら理解度が高まりました。と
同時に、訪問看護のポテンシャルの
高さをあらためて感じています。…小
池

特集

「低栄養」打開の鍵は、 
多角的な 
栄養アセスメント！
病態と低栄養を結びつけ、 
根本原因へアプローチする
低栄養は、疾患・障害に伴う二次的な栄養不足が原因となっていることがありま
す。そのため、「摂取エネルギーが減ったから量を増やそう」という素朴な方法論
ではなく、療養者の病態・病状をもとになぜ栄養が不足する状態に陥っているの
かをアセスメントし、有効な栄養的サポートを講じる必要があります。本特集では、
そうした「病態と低栄養を結びつけてケアを組み立て、悪化・予防に取り組む」
というところに注目し、それを訪問看護師に期待される役割として取り出し、提示し
ます。

在宅療養高齢者の「低栄養」
◉佐々木淳

訪問看護で必要な多角的な栄養アセスメント
病態と栄養のつながりを見る視点
◉清水奈穂美

訪問看護で低栄養の在宅療養者に介入した事例
◉茨木あづさ／坂本由規子／朝倉之基

※一部変更となることがあります。
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